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1は じめに
日本 イ ン ターネ ッ ト協 会編 「イ ン ター ネ ッ ト白書'99」に よる と、1999年2月時 点 で
の 日本 の イ ンター ネ ッ ト人 ロ は、1,508.46万人で あ り、昨 年度 の 同時期 と比 べ て、49.4
%の 伸 び であ る とい う。 また、 世帯浸 透率(イ ン ター ネ ッ トを利用 してい る人が 一 人 は
いる世 帯 の割 合)は 、20.27%とな って お り、家庭 へ の イ ン ターネ ッ ト普 及が 進 ん でい
る ことが伺 える。
この よう にイ ン ター ネ ッ トが 普及す る中 で、1998年12月10日、 人間科 学部 の公 式Web
ペ ー ジが 開 設 され た。Webペ ージ を閲 覧す る ため のURL(UniformResourceLocator)は、
htしP3ノ!㎜.hu5.05aka-U.ac.jpノ
である。図1は 、このURLをWWWブ ラウザで閲覧 した ときに表示 されるページで、
「トップページ」 と呼ばれることもある。
著者 らは、 この公式Webページ作成のために、人間科学部 の広報委員会の下部組織
として招集 された 「公式Webページ作成 ワーキンググループ」のメンバーであ り、Web
ページの作 成お よびWebサーバの管理運用を行 って きた。本論文 では、この"人 間科
学部公式Webペ ージ(以後、「公式ページ」 と呼ぶ)"の概要お よび開設か ら約一年間の
アクセス状況、公式ページに関 して行 った調査の結果 などについて報告 し、今後 の方針
について検討 したい。
2公 式ページの概要
公式ページは、英語版 と日本語版が あるが、英語版 は学部 と大学院に関す る簡単な紹

























公 開内容は、人間科学部の紹介パ ンフレッ トにあ るものをもとに している。「講座紹
介」では、各研究室のWebページへ のリンクも作成 してあるので、研究室がWebペ ー
ジを持っていれば、その研究室の情報 をさらに詳 しく見ることがで きる ようになってい
る。 ただ し、各研究室 のWebページはその研 究室 での 自主的な運営 による ものであ り、
公式ページのワーキンググループはその内容 に関 しては一切関知 していない。
2.2非定常的に公開する情報
公式ページには、人間科学部で開かれる学会の情報 や緊急の情報 といった期限付 きの
情報 について も 「お知 らせ」 と呼ばれるコーナに公開 している。 これは、依頼があった
ときに随時公開するものであるが、 これまであ まり利用 されていない。
2.3学内向 け情報
公式ページとしては、学内向けの情報は公 開していないが、人間科学部の部内ネ ット
ワークを管理 しているODINS運営委員会が管理 しているWebページへの リンクを 「ネ




ろが、Webページ開設当初、入試に関す る記述が何 もなかったため、入試 に関する
多数の問い合わせがあ り、その対応 に苦慮 した。そこで、現在では、 「入試 に関する
情報」 として大阪大学への リンクを用意 し、
電子 メールによる選抜要項,募 集要項の請求は,ご 遠慮 くだ さい.
と記載 してある。
3ア クセスログの解析
ここでは、人間科学部公式ページが どのような人達 から見 られているかの一端 を示す
ため、Webページのアクセスログを使 ったデータを紹介する。
3.1アクセスログとは
Webページを管理 しているサーバは、管理 しているWebページにアクセスが あった



















る。 人 間科 学 部 の公 式 ペ ー ジに お い て も同 様 に、Webペ ー ジの 公 開 以 降、 ど こか らア
クセスが あ った か を記 録 、保 管 して いる。
図2は 、 その ア クセ ス ログの一 部 であ る。 図 の1行 目 を見 る と、"h571dO12.hu8.
08aka-u.ac.jp"とい うコ ン ピュ ー タが 「1999年11月23日3時2分35秒」 に"!"ヘ アク
セ ス した とい うこ とが 分 か る。"ノ"は 、公 式 ペ ージの ル ー トデ ィ レク トリ を示す の で、
「トップペ ー ジ」 へ の ア クセ スであ る。
3.2解析手順
上述 したアクセスログを使って、人間科学部公式ページへ のアクセスを次の ように行
った。
解析期間 解析期間は、1998年12月か ら1999年10月までとした。
解析対象 としたWebペ ージ 解析対象 には、公式ペ ージの トップページを選 んだ。 ト
ップページ以外 のページへ直接 にアクセスする場合 も考 えられるが、通常、 まず トップ
ページにアクセス し、そこか らリンクをたどって個々の情報 を閲覧するということが多
い と思 われることか ら、本論文では トップページへのアクセスのみ を検討することとし
た。
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ア クセ ス先 の 分類 ア クセ ス先 は
h871dOユ2.hu8.08aka-u・ac・jp
の ように、 イ ン ターネ ッ トア ドレス と呼 ばれ る形式 で分 か る ように なっ てい る。 この ア
ドレス は ピ リオ ドに よって区 切 られ てお り、 最初 の文 字列 が ア クセ ス した コン ピュー タ
の名 前 で、 それ以 降 が その コ ン ピュー タが 所属 す る ネ ッ トワー クの名前(ド メイ ン名 と
い う)に なって い る。 さ らに、 ネ ッ トワー クの名前 には通常 、 そ の ネ ッ トワー クが所 属
す る国 と所属 してい る組織 の種 別 が分 か る よ うにな ってい る。 例 えば、 日本 国 内の コン
ピュー タで あれ ば、 ア ドレス の末尾 に"ゴp"が つ く2)。また、 所属 してい る組織 が学 術
機 関 で あれ ば、国 名 の前 に"ac"、企 業 であ れば"co"、政府機 関 で あれ ば"go"がつ く。
さ らに、 家庭 での イ ンター ネ ッ ト接 続 を代行 す る業 者 であ る 「イン ター ネ ッ トプ ロバ イ
ダ」 で は、通 常、"ne"や"or"を用 い る。
そ こで、 この イ ン ターネ ッ トア ドレス の仕組 み を利用 して 、 アクセ ス先 を次 の よ うに
分類 した。
1.人 間科 学部 内 の コ ンピ ュー タ(hu5.osaka-u.ac。ゴp)
2.大 阪大 学 内の コン ピュー タ(08aka-u.ac.jp)で1.以外 の もの
3.大 阪大 学外 の 国内学 術研 究機i関の コ ン ピュー タ(ac.jp)
4.大 阪大 学外 の 国内 コン ピュー タで3.以外 の もの(co,jp,or.jp,ne.jpなど)
5.国 外 の コ ンピュ ー タ(jp以外)
また、アクセス先が分類で きない もの、すなわちアクセス先のマ シン名が分からなか
ったもの を 「その他」 とした。
3.3解析結果
1998年12月から1999年10月までのアクセス数は、全部で32,712であった。これをアク
セス数の月別推移 と、時間帯別推移 に分 けて解析 した結果について述べ る。
アクセス数の月別推移 図3は 、 アクセス数の月別推移 を表 した ものである。図の縦軸
は、ある月の一 日当た りの平均 アクセス数 をアクセス先別に表 している。
全体的に見て、1999年7月まではアクセス数が増加傾向にあったと思われるが、8月
から1日 当た り100件程度のア クセスに留 まっているようだ。一般に、更新 の多いペー
ジはアクセス数 も多 くなるので、 この原因は、公式ページの更新がほ とん どないためで
あると思われる。 したがって、公式ページの中に、 もっと頻繁に更新 されるような内容
が増 えれば、この状況は変わると思 われる。この点 については、後述の質問紙調査 のと
ころで論 じることとす る。
また、アクセス先についてみてみると、学外か らのアクセスが多いことが分かる。調

















図3ア ク セ ス 数 の 月 別 推 移
10%から20%程度、「学外:そ の他」が全体の30%を占めている。この 「学外:そ の他」
の中でアクセス数の多かったのは、 ドメインに"ne.jp"を含む もので、企業か らのア
クセスを表す"CO.jp"を含む ものは少なかった。この ことから、インターネッ トプロ
バイダを使 ってアクセス している人が相当数いることが分かる。
公式ページのひとつの目的が学外 に向かって人間科学部の情報 を公開す ることにあっ
たとすれば、これは当然の結果であるかもしれない。 しか し、人間科学部内部か らのア
クセスが少ない ということは、内部の教官 や学生か ら見れば、一度見ればことが足 りる
程度 の内容 しか公開で きていない とい うことになる。今後、人間科学部内部の学生にも
有用 な情報 を提供できるか どうかが問題であろ う。
アクセス数の時間帯別推移 図4は アクセス数の時間帯別推移を示 した ものである。縦
軸 は、ある時間帯(∫時00分00秒か ら∫時59分59秒まで)の 一 日当た りの平均 アクセス
数 をアクセス先別に表 している。
この図か ら明 らかな ように、学内 と学術機関からのアクセスは日中に多 く、プロバイ
ダからのアクセスを多 く含む 「学外:そ の他」か らの アクセスは夜間に多いことが分か
る。 このことか ら、プロバイダ経由で公式ページを閲覧 しているのは、自宅 にインター
ネッ ト接続環境 を持つ個人が多いことが予想 される。 この中には、人間科学部 に所属す
る学生や教官 も含 まれると思 うが、具体的にどの ような人がプロバ イダ経由で見 ている
のか特定するのは難 しい。
3.4ア クセスログの解析 に関する考察
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図4ア クセス数の時間帯別推移
ことが分かった。 これは先 にも述べ た通 り、公式ペ ージの内容が学内向けには十分では
ないことを示 していると思 われる。では、学外か らアクセス している人は、公式ページ
の どの情報に関心 を持 って見 に来ているのだろうか?
ひとつは、大学院の入試 に関する情報 である。入試情報に関する記載が、公式ページ
になかった頃、Webページの内容 に関す る問い合 わせ として もっとも多かったの は大
学院の入試に関係する情報 についてであった。ところが、入試関係の情報に関 して、大
阪大学の公式ページにリンクを作成 してからはそ ういった問い合 わせはほ とん どなくな
った。このことから、大学院の入試に関す る情報を求めて公式ページを閲覧する人は多
い ようである。
また、最近、問い合 わせの メールの中に、大学受験 を控えている高校生からのものと
思われる ものが増 えつつある。高等学校 では、2003年から教科 「情報」が必修になる予
定であ り、現在大学で行 っているコンピュー タリテラシー教育の一部が高等学校で教 え
られるこ とになる。それ に伴 って、大学受験 のために、公式ページを利用する高校生が
増 えることが予想 される。今後、 このような事態に も対処できるようなページ作 りを し
てい くことが必要であろう。
次 に、人間科学部に所属する教官や学生 にとって も有用であるようなページを作 るに





この質問紙調査3)の目的 は、人間科学部関係者(教 官 ・学生)を 対象 として、人間科
学部公式ページに関 して、1)被閲覧状況2)現在のページ全体 ・各 コンテンツの評価3)
今後の改善 ・充実 に関する要望を問い、将来的に公式ページをどのような形 で拡充、運




間科学研究科学生のいずれ も学部内関係者を対象 として、1999年10月1日か ら20日にか
けて大阪大学吹田 ・豊中キ ャンパ スで配布 ・回収が行 われた。
質問紙の配布 ・回収 には、関係者の属性 によって異 なる方法が とられた。人間科学部
教官 については、調査責任者が全員のメイルボ ックスに質問紙 を配布 し、回答 を終 えた
用紙 を調査責任者のメイルボ ックスに投入す るよう依頼 した。1回 生 については、10月
8日に豊中キ ャンパスで実施 されたHセ メスターのガイダンス時 に、クラス担任に よっ
て配布 ・回収が行われた4)。2回生については、10月8日に吹田キャンパスで行 われた
専修希望調査時 に、調査責任者 によって配布 ・回収が行われた。3回 生以上の学部学生、
大学院学生 については、公式ページ作成チームを中心 に、各系の助手に協力 を依頼 して
配布 ・回収が行 われた。
4.2.2質問紙の構成
質問紙は1)全回答者 を対象 にした項 目2)公式ページを閲覧 した ことがある回答者の
みを対象に した項 目3)公式ページを閲覧 したことが ない回答者のみ を対象 に した項 目
によって構成 されている。以下にそれぞれの細 目を示す。













一 読み込み速度(遅 い一速 い)
一 レイアウ ト(見 に くい一見やすい)
一 情報の量(少 ない一多い)
一 情報の質(悪 い一良い)
●各 コンテ ンツの印象評価(該 当するものをすべて選択)
■ 公式ページ未閲覧者のみ を対象 とした項目
●見 たことがない理由(4肢 選択)







回収 された質問紙325件の うち、回答が不完全 なもの等を除いた318件について分析 を
行 った。回答者の属性 を表1に 示す。
回答者の分布にはかな りの偏 りが見 られる。学生サ ンプルについては、ほぼ悉皆調査
に近い形で調査が実施できた1回 生、2回 生の占める割合が非常に多い。上回生につい
ては、調査時期がセメスターの端境期 に当たったこともあ り、想定数 よりもかな り少 な
い数の回収 にとどまった。以降に述べ る結果 については、このことに十分留意 した上で
検討する必要があろう。 また、教官サンプル については、全員(配 布当時84名)に調査
用紙が配布 されたに も関わ らず、非常に回答率 が低か った(21.4%)。この ことは、人
間科学部教官 における公式 ページへの関心度は未だ低い ものであるという実状 を反映す
る結果 とも解釈 で きる。
表1回 答者の属性
属性 回答者数 %(対当該属性者総数) %(対総回答数)
教官 18 21.4 5.7
1回生 123 83.1 38.7
2回生 106 70。7 33.3
3回生 30 18.9 9.4
4回生 10 5.3 3.1
大学院学生 22 8.6 6.9
研究生等 3 * 0.9



















表示速度(遅 一速) 35.8 47.0 17.2
レ イ ア ウ ト(悪 一 良〉 13.8 34.2 52.0
情報の量(少 一多) 43.3 38。0 18.7
情報の質(悪 一良) 21.9 53.6 24.5
4.3.2閲覧状況
回答者全体 では、1回 で も公式ペ ージを閲覧 したことがあ る回答者は154名(48.4%)
であった。表2に 回答者の属性別集計 を示す。
属性別に見ると、入学 してから日が浅い1回 生では未閲覧の割合が多 く、学年が進行
す るにつれて閲覧者の割合が増加す る傾 向にある。未 閲覧の理 由については4.3.3で述
べ る。
4.3.3未閲覧の理 由
次に、公式ページを 「見た ことがない」 とした回答者(未 閲覧者)に 対 して、その理
由を4肢 選択で尋ねた結果 を表3に 示す。
閲覧 してい ない理由として もっとも多 く挙 げられたのは 「公式ページがあることを知
らなかった(71.3%)」であった。属性別に見ると、 この理由を挙 げた未閲覧者には、入
学後半年 しか経過 していない1回 生が多 く(72.3%)、公式ペ ージの存在に関するアナ
ウンスが不足 していたことによるものであろ う。一方で、次 に多 く挙げられた 「興味が
ない(19.7%)」について属性別 に見 ると、1回 生は比較的少 な く(23.3%)、2回生以
上の割合が多かった(73.4%:2～4回生および大学院学生の合計)。
4.3.4全体的な印象評価
既閲覧者のみ を対象 に、公式ページの全体的な印象 について、「読み込み速度(遅 い
一速い)」「レイアウ ト(見 に くい一見やすい)」「情報の量(少 ない 一多い)」「情報の質
(悪い一良い)」の4つ の観点か ら、1～5の5段 階(5がもっともポジテ ィブな評価)
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による評定 を求めた。その結 果を表4に 示す。なお、表 中の 「negative」割合は、5段
階のうち1,2に 対す る回答比率 を合計 した ものであ り、同 じく 「positive」は4,5を
合計 したものである。
表示速度 については、「遅い(35.8%)」との回答 が 「速 い(17.2%)」のほぼ2倍 に
達す る結果 となった。特にダイヤルアップ回線経由で閲覧 した場合、表示が遅いことは
すなわち接続時間の増大、課金のアップにつながる。閲覧者に無用 な出費 を強いること
のない よう、特に表示 に時 間がかかる画像や フレームの使用 については、過度になって
いないかどうか見直す必要がある。
ページの レイアウ トについては、「良い(52.0%)」との回答が過半数 に達 してお り、
比較的良好な評価 を受 けている。
情報に関す る評価 では、量 と質 とで反応がかな り異なっている。量については、「少




公式ページを構成する19のコンテ ンツ(ト ップページも含 む)の 「閲覧率」「充実度
表5各 コンテンツの閲覧状況および評価
コ ン テ ン ッ 見たことがある 充実 している 充実させてほ しい
トッ プペ ー ジ 84.9 10.1 3.9
最新情報 35.9 7.3 19.6
人間科学部あれこれ 43.1 15.2 7.8
人間科学部長挨拶 27.5 16.7 3。3
人間科学部の授業 40.5 11。3 15.7
人間科学とは? 46.4 12,7 9.8
講義の授業科目リスト 35.3 18.5 13.1
人間科学部で学べば 39.9 14.8 13.1
時間割とシラバス 34.0 26.9 11.8
講座紹介 60.8 18.3 36.6
教員紹介 50.3 18.2 22。2
卒業生の進路 41。2 9.5 23.5
人間科学研究科の紹介 38.6 1.7 14.4
組織 24.8 13.2 4.6
沿革 19.0 27.6 2.0
附属比較行動実験施設 15.0 34.8 2.6
人間科学部へのアクセス 33.3 19.6 5.9
ネ ッ トワー クサ ポ ー ト 15.7 20.8 5.2
EnglishVersion 9.2 23.1 3.3
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評価」 「充実希望」について尋ねた結果 を表5に 示す。なお、「閲覧率」 と 「充実希望」
率の母数は公式ページの既閲覧者数(公 式ページを 「見たことがある」とした回答者数)、
であ り、一方 「充実度評価」率の母数は、各 コンテ ンツの既閲覧者数(前 設問で当該コ
ンテ ンッを 「見た ことがある」 とした回答者数)で ある。
まず、各 コンテ ンツの閲覧率について検討する。 トップページ(84.9%)の閲覧率が
もっとも高いのは、通常他サイ トからの リンクポインタとなっている箇所であることを
考 えれば当然の結果である。続いて閲覧率が高いのは 「講座紹介(60.8%)」「教員紹介
(50.3%)」であ り、特 に 「講座紹介」 については、専修決定、お よび各研 究分野へ の
分属を控 えた2回 生 における閲覧率が高かった(68.3%)。一方で、これらのコンテ ン
ツと同様 に学生 にとって重要な情報である と考えられる 「時間割 とシラバス」の閲覧率
は比較的低い数字(34.0%)にとどまっている。履修科 目のオンライン登録が行えない
こと、あるいは登録 に必要な授業 コー ドなどが掲載 されていないことな ど、紙 メデ ィァ
供給の シラバスに代 えて利用 されるほどの情報は含 まれていない ことが原因であろう。
次 に、各 コンテ ンツの充実度評価率 については、表5を 一見 して分かるとお り、いず
れ も低い数字であ り、残念なが ら現状での公式ページの評価は非常 に低 いもの と言わざ
るを得 ないだろう。なお 「人間科学研究科の紹介(1.7%)」についての評価が特に低 く
なっているが、これは調査時点でサブコンテンツが まった く整備 されていなかったこと
が原因であろう。
また、各コンテ ンツの充実希望率 について見る と、特 に 「講座紹介(36.6%)」の、
次いで 「卒業生の進路(23.5%)」「教員紹介(22.2%)」の充実に関するニーズが高い こ





容 に基づいて分類 したものを以下に示す。文章表現および表記 を統一 した以外 は、代表
的なコメン トの原文をそのまま掲載 している。質問項目の集計結果 と呼応 して、質量 と
もに内容の充実 を求める声が多 く寄せ られていることが分かる。
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自由記述による評価
●あ ま り内容 を覚 えて ないが もっ と充実 させ て欲 しい。見 た甲斐が なか った。正直 な と
ころ、情報量 が少な く、あれだけでは どん な学部か わか らない。
●ず ら一 っと長い フ レームいっぱいに文字 が並 んでいて も見 に くい。 もう少 し写真 や イ
ラス トが多 ければ 「みてみ よう」 とい う気 になるか も しれませ ん。
●海外 か らア クセス した ら文 字 が見 られ な か った。全 て の講 座や 全 ての ペ ー ジ に も
Engl韮shvers量onを作 ってほ しい。
○もっと有用 なペ ージに してほ しい。 た とえば、受験 生が見て役 に立つ ようなペ ー ジと
か、人科生 が専攻 をきめ る参考 になるようなペ ージに してほ しい。対外 的な 目を意識
しす ぎているのか、カ タイ。
●現在の形で よいです か ら、完 成 させ て もらえれば と思い ます(特に人間科学研 究科の
紹介)。また、改訂 されないのが残念です。時間割や シラバ スな どは最新 の ものに なれ
ばいいのですが。 トップペー ジな ど、写真が上で美 しい とは思 います が、そのため に
画面 をスクロール させない と次のペー ジを選択す る画面が 出て きませ ん。少 し使 い に
くいです。題字 と写真 をもう少 し小 さ くで きないで しょうか。
●デザ インが もう少 しクールな らうれ しい。 リンクのた ど りやす さ、一覧性 な ども、一
工夫 ほ しい。
●これか ら受験す る人達 に人科 の魅力 が伝 わる ようなhomepageにして下 さい。 けっ こ
うみんなhomepageは見て いて、それ をパ ンフよ り参考 に している高校生 も多いです。
●あ るとい うことを知 らなかった。 もっ と学生 に存在 をしらせてほ しか った。
●人 間科学部のパ ンフ レッ トに載 っている内容 とダブっている。
4.3.7公式ページへの要望
今後公式ページに掲載 してほ しい情報 について、 自由記述形式で回答 を求めた。その
結果を内容 に基づいて分類 した ものを表6に 示す。
特に目立 ったの は、講座、および教官 の具体的かつ最新の情報 を掲載 してほ しい との
意見である。現在の 「講座紹介」および 「教員紹介」 のコンテ ンツは、一年 に一度発行
される人間科学部案内パ ンフレッ トの内容 をそのまま掲載 した ものであ り、 また、文字
情報が ほとんどである。この ことが現 コンテンツの 「わか りに くさ」感 を増幅 している
ことは4.3.5でふれたコンテ ンツの評価結果 も示唆するところである。
また、休講情報の掲載や、履修科 目登録などの教務関係手続 きのオンライン化 など、
学生生活 をよ り便利 にするために公式ページを活用 したい との意見 も学生から多 く出さ
れている。公式ページ制作 にあたっての当初 目標 は、人間科学部か らの対外的な情報発
信の場 を 「と りあ えず」整備す ることにあった。それが達成 されたとすれば、今後は対
内的なサービスサ イ トとしての役割 をも担えるよう努力するべ きであろうし、実際Web
























ためには、当然事務方 との緊密 な連携が必要 となるが、人間科学部のネ ットワーク環境
が現状(研 究ス タッフと事務ス タッフのLANが 別系統)の ままでは、実現可能性は低
いと言わざるを得 ない。
4.3.8各専攻 ・研究分野のWebペ ージ閲覧状況
人間科学部 には、公式ページの他 に、公式ではないが、各専攻 ・研究分野の責任で
作成 ・公開 されてお り、かつ公式ページの 「講座紹介」 コンテンツか らリンクが張 られ
ているページが(調 査時点で)14ある。これ らのWebページの うち、一度 で も見 たこ
とがあるものについて複数 回答形式で回答 を求めたところ、表7に 示す結果 を得 た。





加えて、本調査の 自由記述において、「講座 ごとの情報 を、全体的 に差が ない くらい
に詳 しく紹介 してほ しい」「講座のページは、講座によって レベルが違いす ぎ」な ど、



















あるいは、本調査 とは別に、平成11年度の 「心理学実験」を受講 した2回 生 を対象 と
したアンケー ト調査6)によると、心理学実験受講生(有 効回答数89)のうち、67.1%が
研究分野のWebページから情報収集 を行 っているが、その うち29.6%は「講座 を知る
の にホームページは役立 たなかった」 と回答 している。
4.3.5で述べ たように、講座紹介の充実に対するニーズは高い。将来的には、公式ペ
ージの充実 と共 に、多 くの(で きれば、すべ ての)各 専攻 ・研 究分野 についてWebペ
ージが設けられること、そ してそれ らの認知度が高 まることは もちろんの こと、有意な
情報発信の場 としての存在価値 を認め られるようになることが望 まれよう。
4.4論議
今回の質問紙調査の結果から、人間科学部公式ページは、入学後 あまり時間が経過 し
てお らず、十分 な情報を与えられていなかった1回 生を除けば、過半数の学部関係者が
閲覧 してお り、その存在 はある程度認知 されている ことが判明 した。 しか し、その内容
については概 して厳 しい評価(批 判)が なされていた。我々に とっては、 これ を真摯に
受 け止め、今後はこれ らの要望やニーズ を十分活 か したWebページ制作 を目指すこ と
が急務 となる。
しか し、 ここで問題 となるのは、現在の公式ページの運営状況ではある。公式ページ
は、助手6名(行 動系4名 、社会系、形成系1名)か ら構成されるチームによって運営
されている。 もちろんすべ てがボランテ ィアであ り、作成か ら管理、更新 に至るまです
べての作業が通常業務の合間を縫 って行われているのが現状である。弁解めいて聞 こえ
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るかもしれないが、我々チーム当事者か らしてみれば、現在のページ内容 を維持す るだ
けでも手一杯、今のままの体制でこれ以上 の質や量を求められて も応 じかねる、 とい う
のが正直 なところだ。
また、学部全体 だけではな く、各専攻 ・研究分野の情報発信 について も充実 してほ し
い との意見が少なからず見 られたが、これには、各専攻 ・研究分野 によるネ ットワーク
環境の整備状況が まち まちであることが大 きな障害 として立ちはだかっている。人間科
学部のネッ トワーク環:境は、専攻 ・研究分野毎 に大 きくばらついてお り、ある研究分野
ではUNIXを搭載 したワークステーションが稼働 していて、研究室内LANも 完備 され
いてるのに、ある研究分野では教授が メールを読む環境す らおぼつかない、 とい う有様
である。少な くとも、全専攻 ・研究分野でネッ トワークに接続で きる環境が整備 されな
い限 りは、現状か らの改善が見 られるとは考えに くい。
現在の人間科学部のネッ トワーク環境は、 「知識のある」かつ 「物好 き」 な人の 「ボ
ランティア精神」 によって維持 されていると言って も過言ではない。 この体制が維持 さ
れる以上、その情報提供には自ずと限界 があるだろ うし、その 「お節介 な」人がいな く
なれば即機能停止 に陥る危険性 もなくはない。質 ・量共に高いレベルの情報が提供 され
続けるためには、まず第一 に、Webページの運営管理 その ものが学部 の 「業務」 とし
て認識 され、十分 なサポー ト体制の もとで行われ ることが必要である。また、有意義な
情報提供のため には、現在活動 しているチーム以外の教官や学生の協力を積極的に求め
てい くことも必要であろう。各専攻、研究分野毎のWebペ ージに関 して も、単一サー
バによる一括管理や、全専攻 ・研究分野 について統一 フォーマ ットによる 「ひな型」ペ
ージを作成 し、その後の更新 について も各専攻 ・研究分野単位 で容易 に行 えるような体
制を整備することによって、必 要以上 に特定の個人やチームに負担が偏 ることのない、
より柔軟 な運営体制が確立 されることが望 まれる。ただ、これを実現するためには、ネ
ットワークに関する最低限の知識が、学部のより多 くのメンバーによって共有 されるこ
とが必要である。
なお、本章において報告 した質問紙調査 は、人間科学部 に現 に属する教官、学生を対
象 としてお り、あ くまでも対内的な評価(の 一部)を 検討 したに過 ぎず、対外的な評価
については考慮 されていない。むろん、公式 ページによる情報発信は、4.3.7で述べた
ような対内的サー ビスのみ を主眼 とするものではない。む しろ国立大学の独立行政法人
化が云々される昨今、大学 ・大学院の受験生や、人間科学部の研究 に注目する企業人 ・
他大学の研究者な どに対 して、積極的かつ有意味 な情報公開 を行 うことは学部 として も
急務であ り、そのために公式ページの果たす役割 は大 きい。今 回収集で きなかった対外




1)大 阪 大 学 公 式 ペ ー ジのURLはh比p3〃 ㎜.08aka_u.ac.jp!
2)た だ し、 ア メ リ カ合 衆 国 は 特 に国 名 をつ け ない 。
3)質 問 紙 調査 に 関 す る問 い 合 わ せ は、 三 浦(人 間行 動 学 講 座/社 会心 理 学 ・対 人行 動 学 研 究 分 野 、E-
Mail:asa血@hus.osaka-u.acjp>宛に お願 い しま す 。
4)調 査 の 趣 旨 を了 解 し、 質 問 紙 の配 布 ・回収 に快 くご協 力 くだ さい ま した 、 榎 本 博 明助 教 授 、 狩 野 裕
助 教 授 、 川 端 亮 助 教授 に感 謝 申 し上 げ ます 。
5)例 えば 中央 大 学 法 学 部(URLh賃p:〃www.themis.tamacc.chuo-u.acjp!chuo_lawlindex.html)など。
6)中 道 正 之 助 教授 に よ り実 施 され た。 本 論 文 で 言 及 した 集 計 数 値 は 、1999年10月12日に心 理 学 実 験 に
関 係 す る研 究 分 野 の 教 官 に対 して 配 布 され た資 料 に基 づ い て い る。
7)URLhttp:〃kokol5.hus.osaka-u.ac.jpたasahnlsurvey!index.h勧m1
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Abumpyroadtomakingofficialwebpagesof
FacultyofHumanSciences
AkiraHARADA,AsakoMIURA,RitsukoNISHIBATA
IkkoSHmOHARA,ShigetoTANAKAand.KeiHIRAI
Weareconcemedwithmakingtheof巨cialwebpagesofFacuItyofHumanSciences.The
contentsofthewebpagesaretheintroductionofcurriculum,facilities,labs,teachersandsoon。
Theinformationofentranceexaminationisn'tmentioned.Thereasonisthattheinfbmlationis
releasedontheofficialwebpageofO忌akaUniversity.
Tocheckthesituationoftheofficialwebpages'saccess,weana璽yzedtheHTrPD'saccesslogs
丘omDecember,1998toOctober,1999.Astheresult,wecan'thopethattheaccesscountsis
increasedsatisfacto盛ly.Wesuggestedthatthecauseisstaticcontentsofthewebpages。To
explorehowweshouldupdatethewebpagemeasuringthereadingrateandevaluationofthe
contentswasgiventothefacu豆ties,undergraduateandεraduatestudents.Theprimaryfindings
obtainedwereasfbllows:(1)theex重stenceofofficialwebpagehasnotbeenwell-knownto
undergradUates(especiallyf士eshman),(2)Evaluation.ofthecontentswasnotsogoodonthe
whole,(3)mostofrespondentsrequested``originar'informationofwebpage.
Itisbelievedthattheoriginalgoalsettinguptheofficialwebpagehasbeenachieved。Forthe
fUture,continuousimprovementofIhecontentsshouldbeneeded.
